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	７９年ぶりに鳥インフルエンザ発生

我が国では７９年ぶりに山口県、大分県、京都府で鳥インフルエンザが発生しました。そこで、その概要と、私としての意見を書かせていただきます。

高病原性鳥インフルエンザＨ５Ｎ１型
  インフルエンザはＡ型、Ｂ型、Ｃ型の３種類に大きく分類され、この中で鳥類と哺乳類に感染するのはＡ型だけ。鳥インフルエンザウイルスは表面抗原の２種類のタンパク質、ＨＡタンパク質が１５種類、ＮＡタンパク質が９種類に分類され理論的には135種類になる。この冬に東南アジア、中国、韓国そして我が国で発生しているのが「Ｈ５Ｎ１型」。鶏、うずら等が感染すると全身症状を起こし、鳥類が大量に死亡することもある。我が国の発生は、渡り鳥によるものでないかと調査をしている。
山口県の事例
  １月１２日に山口県阿東町の養鶏場（鶏肉用、飼育数35,000羽）で79年ぶりに鳥インフルエンザを確認。１３日にＨ５Ｎ１型であることを確認。２月１９日移動制限を解除。

大分県の事例

  ２月１６日に大分県九重町で愛玩用のチャボ等（チャボ13羽、アヒル１羽）が、鳥インフルエンザの感染が疑われた。１９日にＨ５Ｎ１型であることを確認。３月１１日移動制限解除。

京都府の事例①

  ２月２６日夜、家畜保健衛生所などに「丹波町の養鶏場で1,000羽以上のニワトリが毎日死んでいる」との匿名の電話があった。当日夜調査、Ａ農産（鶏卵用、飼育数198,000羽）では「２０日頃から毎日1,000羽、計１万羽死んだ」とのことであった。２７日未明、簡易検査で鳥インフルエンザの陽性反応。     ２９日未明にＨ５Ｎ１型であると確認。２８日Ａ農産から生きたまま出荷された、兵庫県八千代町の食鳥処理場で感染を確認。３月１日、香川県塩江町で兵庫県の食鳥処理場からの羽毛２検体から鳥インフルエンザを確認。３日食鳥処理場の鶏ウイルスは、京都府のものと同じＨ５Ｎ１型であると確認。山口、大分両県のものと遺伝子の塩基配列が99%以上一致した。５日羽毛もＨ５Ｎ１型であると確認。
京都府の事例②
  ３月３日Ａ農産から約５㎞離れたＴ養鶏場（鶏肉用、飼育数約20,000羽）で発生確認。簡易検査で陽性反応。Ａ農産からの二次汚染と考えられた。５日にＨ５Ｎ１型であると確認。

カラス
  ３月６日Ａ農産及び隣町で死んでいたカラスから鳥インフルエンザを確認。８日にＨ５型であると確認。１０日29㎞離れた大阪府茨木市で捕獲されたカラスから鳥インフルエンザを確認。半径10㎞以内とされるカラスの行動範囲からみて丹波町から飛来したとは考えにくい。１４日までに併せて６羽確認。

  2002年に米国を襲った西ナイルウイルス台風、2003年に中国、東南アジアを襲ったＳＡＲＳ台風は、共に我が国は被害が無かった。しかし、今年１月には鳥インフルエンザ竜巻によって、西日本３府県で大きな被害が発生し、つむじ風は関東以西で発生し被害が見られた。

鳥インフルエンザは、感染した鶏の肉、卵を食べても感染することはないので、一義的には家畜衛生、農業経済の問題であって、１月に発覚した鶏卵の虚偽の期限表示とは大きく異なり、直接の食品衛生の問題は小さい。しかし、大量の鶏の死亡、カラスからのインフルエンザウイルス検出は、国民に大きな不安を与えることとなり、公衆衛生上では鶏卵事件より大きなものと考えられる。

鳥インフルエンザ発生では、行政、Ａ農産の危機管理意識の欠如、不十分なリスクコミュニケーション（将来起こりうる危険の程度に関する相互理解）が考えられた。国民の鶏肉、鶏卵を食べることによって感染するのではないかという不安に対して、行政は右往左往して、国民（特に報道機関）を納得させる行動、広報が十分にできなかった。（笈川）
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